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1. 背景と目的 

本稿は著者の前所属（釧路工業高等専門学校）の分野

横断科目における演習の試行について述べるものである。 
高等専門学校では実践的技術者を養成するため実験及

び実習に重点が置かれていることが教育の特徴の一つで

ある。ところで、全国高専に共通する指針として平成 23
年度に「モデルコアカリキュラム（試案）1)」が策定さ

れた。モデルコアカリキュラムでは最低限の能力水準・

修得内容である「コア」と、高専教育のより一層の高度

化を図るための指針となる「モデル」とを区別し提示し

ている。後者では、汎用的技能や態度・志向性（人間力）、

総合的な学習経験と創造的な思考力といった技術者が備

えるべき分野横断的能力の到達目標に言及される。この

コンセプトを受け、各校はその特色や地域性を活かして

分野横断的能力を涵養するための教育プログラムを開発

している。分野横断科目の題材としては、IoT や AI、ICT
など情報技術の取り扱いも多く見られる。もちろん、建

築学分野から見てもこれら題材に触れる機会が増加して

きていると言える。 
以上の背景を受けて本稿では、高等専門学校の IoT 機

器を中心に添えた分野横断科目において、位置情報を題

材とした演習を開発したことについて報告する。 
関連する研究として、高等専門学校の電気電子工学科

向けに Raspberry Pi による演習を開発したもの 2)、専攻科

向け科目でアルゴリズミックデザインを題材にプログラ

ミングを扱うものが挙げられる 3)。また、建築・都市計

画を専攻する大学院生を対象とした GIS の演習 4)、分野

横断の取り組みの題材に xR 技術を取り扱った報告も関

連の強いものとして挙げられる 5)。 
 

2. 分野横断科目での演習実施の経緯 
2.1. 科目 
本稿における対象科目の「複合融合演習 6)」は、異分

野の学生と共に体験的・主体的に学ぶことを通じて各種

能力向上を目指す PBL（Project Based Learning）型科目で

ある。平成 28 年度の学科改組のタイミングで導入され、

平成 31 年度以降開講されている。4 年次の全分野の学生

が受講対象である。通年科目でありそのスケジュールは

図 1 に示す通りである。共通のキーワードとして IoT
（Internet of Thing）が掲げられ、全グループ共通の IoT に

関する演習が 3回含まれる。ここでプログラミングによ

り、シングルボードコンピュータ（以降、SBC）を操作

する。残りはテーマ毎で設定される演習内容に基づいて

グループ作業に取り組んだ。前後期の最終週には成果発

表会が実施された。 
 

 
図 1 分野横断科目の授業スケジュール 

 
2.2. IoT に関する共通の演習 
当科目では全グループ共通の演習が 3週設定されてい

る。その内、中級プログラムの 2週においては、初回に

Raspberry Pi 注 1)を起動し LED を操作する。2回目に温湿

度センサーを動作させ、これから温度湿度を取得しファ

イルサーバにアップロードする。これらの共通演習は前

期中に実施された。演習室の収容人数から、グループに

よって異なる週に実施された。 
 
2.3. 担当テーマ 
当科目では 11テーマが用意され、著者は「実践的デー

タ処理の基礎演習」のテーマを担当した。当テーマは 5
名の教員が担当し、各教員が持つデータ処理に関連した

題材（機械学習、GNSS（Global Navigation Satellite System）、

フーリエ解析、サーバ操作、GIS）に基づいた演習が実

施された。１教員あたり 3〜4回を担当した。 
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3. IoT 機器とプログラミング 
図2は授業で用いられたSBCと周辺部品を示している。

共通演習やテーマ毎演習ではこれらの機材が用意されて

いる。SBC 上の GPIO からブレッドボードを経由するな

どして LED、各種センサーやモーター等に接続して操作

する。またキーボード等で入力することを通じてプログ

ラムを作成・編集し、GPIO を操作することが特徴とし

て挙げられる。これの取り扱いにはプログラミングだけ

でなく電子工作の知識を必要とし、場合によってははん

だ付けの作業も生じる。 
授業準備の観点からは、microSD カードが起動ディス

クも兼ねることから、複数枚のカードに同じ内容のもの

を保存させて使用させることができた。 
 

 
図 2 シングルボードコンピュータと周辺部品 

 
4. 教材の作成 
4.1. 教材の設計 
 科目の性格からは SBC を使用すること、建築学分野に

関連する題材であることを考慮した。かつ他分野の学生

も扱える題材であることを考慮した。以上から、GNSS
モジュール注 2)から位置情報を収集し、あらかじめ用意し

た地図情報と照合し、この結果をアウトプットとして表

現することとした。建築に関するところでは、施設の立

地・配置を想起できるものとした。例えば、高専施設に

詳しくない者が成果物をガイドとして用いる場面を想定

している。 
図 3 は教材として設計した SBC周りの構成である。た

だし、GNSS モジュールのピンヘッダ取り付けなど、は

んだ付けを必要とする部分はこちらで予め実施した。通

常は AC アダプタより常時電力を供給するが、当構成で

は携帯しながら位置情報を取得することを目指したため、

電源にはモバイルバッテリーを用いた。授業の性格を考

慮しブレッドボード経由にてモジュールや LED を接続

させる。起動時にはディスプレイや入力装置を接続する

が、携帯時は外す。図 4 は携帯時の SBC 一式を写したも

のである。これらを縦に重ねた際のサイズは縦 9cm、横

6cm、高さ 6cm程度である。 

 
図 3 シングルボードコンピュータ周りの構成 

 

 

図 4 携帯時の IoT 機器一式 
 
4.2. 教材への共通演習内容の反映 
開発した処理プロセスに、全グループが共通して受講

する演習内容を一部組み込んだ。前述の通り、科目にお

いて 2週は SBC の制御に関する演習を行う。当演習中に

センサーごとの配線方法とプログラム文が参考資料とし

て提供されることから、これらの一部をそのまま活用し

た。教材には GNSS から得た位置情報の処理結果を表現

する手段として LED 点灯の操作を組み込んだ。 
 
4.3. 位置情報の処理プロセス 

GNSS モジュールから取得する位置情報の処理プロセ

スは図 5 の通りにした。取得した位置情報が別途用意す

る図形（地図データ）に包含されるかを判定し、この結

果を LED の点灯で表現する。この処理を実現するために

用いた Python ライブラリの一覧を表 1 に示す。この内、

位置情報と地図データの扱いには座標変換、ジオメトリ

操作、ファイル操作のものを必要とした。 
判定に使用する地物データは図 6 に示すように GIS 上

注 3)で描画してもらうこととした。敷地や校舎等の地図デ

ータ注 4)を参照しながら、今回は 1 つのポリゴンのみを描

画させた。 
図 3 中の GNSS モジュールについては配線に関する知

－350－



 

報告H06 

識を必要とするが、今回はあらかじめ案内した。ただし、

モジュールから取得した情報がどのようなものであるか

を知ってもらうために、授業では最初に cat コマンド注 5)

にて受信したものをそのまま表示させた（図 7）。取得し

た生の情報を見てから、これをどのように処理するかを

検討してもらうためである。次に整形された表示で見て

もらうためにサービスデーモン注 6)を実行させた（図 8）。 
 
5. 授業実施 
表 2 には年度ごとの授業実施概要を記したが、本稿で 

 

 
図 5 取得した位置情報の処理の流れ 

 
表 1 使用した Python ライブラリ一覧 

ライブラリ名称 概要 

gps gpsデータの取得等 

pyproj 座標変換 

fiona GIS関連のファイル操作 

shapely GIS関連のジオメトリ操作と分析 

RPi.GPIO Raspberry Piの GPIOピンの制御 

csv csvファイルへの書き込み 
 

 
図 6 GIS 上での判定用地物の作成 

 

図 7 cat コマンドによる表示（NMEAフォーマット） 
 

 

図 8 位置情報の整理された表示 
 
は SBC を導入した令和 2 年度の実施内容を述べる。両年

度に共通して担当回数が 3回、受講者は 3名であった。 
1 回目は GIS 上で地図データに触れてもらった。2 回

目はGPSロガー注 7)を用いて移動情報を収集してもらい、

これを GIS 上に表示させた（図 9）。ここまでで GPS ロ

ガーの基本的な振る舞いを体験してもらう。3 回目は

SBC を用いて移動情報を収集してもらった。図 10 は用

意したプログラムに基づいて学生が収集した移動記録の

一例である。実際には全日程に対して SBC を使用する時

間数が少なかったことから、配布資料をたどって作業す

るに留まった。 
演習を通じて、分野別にどの部分の能力開発に焦点を

当てるかを区別して授業設計することが課題の一つとし

て残った。例えば、プログラミングそのものへの親しみ

の違いが挙げられる。建築学分野の受講者においては、

当科目以外でプログラミングに触れる機会は少ない。全

員が議論に参加できるために、プログラミングそのもの

も必ずしも文章形式による表記までは求めず、図 5 のよ

うに図式的にデータ処理の流れで扱うのも一つのあり方

として考えた。他分野の受講者においては、プログラミ

ングに触れる機会は比較して多いが、GNSS や GIS とい

った個別技術に親しみがあるとは限らないことを考慮す

－351－



 

報告H06 

る必要がある。 
 

表 2 授業実施内容の一覧 
年度 回 内容 

平成 31 1 GISの説明 

平成 31 2 GISの地図データの操作 

平成 31 3 位置情報の取得（ロガー）と GISへの表示 

令和 2 1 GISの地図データの操作 

令和 2 2 位置情報の取得（ロガー）と GISへの表示 

令和 2 3 SBC上での位置情報の処理 
 

 
図 9 GPS ロガーによる移動の記録 

 

 

 
図 10 IoT 機器による移動ログと時間ごとの記録の例 

 
6. まとめ 
高等専門学校の IoT 機器を中心に添えた分野横断科目

において、GIS と GNSS モジュールを組み合わせた演習

を設計し実施した。建築学分野を意識した点として施設

配置に関連した内容とした。 

IoT は分野横断的な題材として取り上げられるものの

一つである。一方で、演習として実施するとなると、プ

ログラミング及び採用するセンサー等に関する知識を習

得する時間を考慮する必要がある。時間的制約を踏まえ

ると全てを学生に委ねることは難しい。本稿では教員側

である程度の量の作業手順を用意した。当演習を通じて、

基本的な知識とある程度の型を教員側で準備した上で、

ここからどのように変更または新しい提案ができるかを

検討してもらう進行が一つのあり方と考えた。また、分

野によってはプログラミングそのものへのハードルも高

い。そのため、分野別にどの部分の能力開発を期待する

かを個別に検討し授業設計していくことが課題になると

考える。 
 
注 
注1) 当科目では IoT機器にRaspberry Pi 3 Model B+が用い

られた。 
注2) この中で GPS（Global Positioning System）を用いた。 
注3) GIS は QGIS 3 を用いた。 
注4) 地図データには基盤地図情報を用いた。 
注5) cat コマンドはファイルの中身を確認したいときに

利用される Linux コマンドである。 
注6) GNSS モジュールから得られる情報を取り扱うサー

ビスデーモンとして GPSD を用いた。 
gpsd – a GPS service daemon. https://gpsd.io, (参照
2022-08-10) 

注7) GPSロガーとしてTransystem社のGL-770 を用いた。 
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